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ラ
ピ
ダ
ス
と
美
々
川
の
流
域
に
見
る

先
端
半
導
体
工
場
に
よ
る
影
響
は
？

■
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」が
千
歳
や
苫
小
牧
で
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

　

４
年
前
か
ら
先
端
半
導
体
工
場
の
立
地

が
地
域
に
も
た
ら
す
影
響
な
ど
を
学
ん
で

き
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校

「
遊
」が
主
催
す
る
ラ
ピ
ダ
ス
や
美
々
川
・

ウ
ト
ナ
イ
湖
の
一
帯
を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ

ア
ー
が
９
月
26
日
に
行
な
わ
れ
た
。

莫
大
な
電
力
や
水
資
源
を
使
う
だ
け
で

な
く
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
恐
れ
の
あ

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総

称
）な
ど
が
周
辺
自
治
体
に
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
は
な
い
か
─
─
と
し
て
、
半
導
体

製
造
工
場
の
周
辺
や
美
々
川
流
域
の
環
境

保
全
地
区
を
見
て
回
る
企
画
。
札
幌
圏
の

市
民
や
、
同
様
の
問
題
を
抱
え
る
熊
本
県

民
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

訪
問
先
は
、
札
幌
駅
か
ら
千
歳
川
サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
、
ラ
ピ
ダ
ス
周
辺
、
美
々
川

や
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
経
由
し
、
苫
東
地
区
の

工
業
用
水
供
給
施
設
を
め
ぐ
る
ル
ー
ト
。

「
遊
」の
半
導
体
講
座
の
常
任
講
師
・
藤
原

寿
和
さ
ん（
東
京
都
環
境
局
Ｏ
Ｂ
）、
苫
小

牧
在
住
の
ラ
イ
タ
ー
・
菊
地
綾
子
さ
ん
、

日
本
野
鳥
の
会
苫
小
牧
副
支
部
長
の
奥
山

博
美
さ
ん
が
ガ
イ
ド
役
を
務
め
た
。

　

江
別
市
で
は
、
上
水
道
の
水
源
の
半
分

以
上
を
千
歳
川
に
頼
る
こ
と
も
あ
り
、
ラ

ピ
ダ
ス
の
排
水
中
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
関
心
が
高

い
こ
と
を
、
江
別
市
議
の
干
場
芳
子
さ
ん

が
解
説
。
千
歳
市
議
の
相
沢
晶
子
さ
ん
は
、

30
年
余
り
前
に
策
定
さ
れ
た
市
の
環
境
計

画
の
中
で
、ラ
ピ
ダ
ス
が
あ
る「
美
々
ワ
ー

ル
ド
」の
立
地
企
業
の
排
水
は
市
が
下
水

処
理
を
行
な
う
旨
が
盛
ら
れ
た
経
緯
を
紹

介
。「（
ラ
ピ
ダ
ス
の
立
地
に
と
も
な
い
）想

定
外
の
処
理
を
す
る
時
に
は
、
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
、
と
す
べ
き
だ
っ
た
」と

強
調
し
た
。

　

そ
の
ラ
ピ
ダ
ス
へ
の
立
ち
入
り
は
認
め

ら
れ
ず
、
バ
ス
の
中
か
ら
塀
越
し
に
工
場

の
建
物
な
ど
を
見
学
。
半
導
体
講
座
の
メ

ン
バ
ー
は
最
近
、
ラ
ピ
ダ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
の
可
能
性
な
ど
を
調
べ
よ
う
と
、
工

場
付
近
の
道
路
に
積
も
っ
た
粉
塵
を
採
取

テ
ル
ル
な
ど
の
物
質
を
検
出
し
た
が
、
半

導
体
工
場
に
起
因
す
る
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
。
今
後
も
調
査
を
続
け
、
発
生
源

を
特
定
し
た
い
」（
藤
原
さ
ん
）。

　
“
ラ
ピ
ダ
ス
効
果
”に
過
大
な
期
待
を
抱

い
た
苫
小
牧
市
は
、
市
街
化
調
整
区
域
で

建
物
を
造
れ
な
い
美
々
川
の
隣
接
地
を
含

む
国
道
36
号
沿
い
の
土
地
で
、
建
築
規
制

を
緩
和
す
べ
く「
土
地
利
用
方
針
」を
ま
と

め
、
今
年
１
月
の
都
市
計
画
審
議
会
に
示

し
た
。
そ
れ
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
関
連
の
物
流

倉
庫
と
付
随
す
る
事
務
所
な
ど
の
建
設
を

可
能
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
近
隣
住
民
や

美
々
川
・
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
自
然
保
護
活
動

の
関
係
者

ら
が
反
発
。

道
が
３
月

中
旬
か
ら

実
施
し
た
、

変
更
素
案

を
め
ぐ
る

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン

ト
に
は
７

５
３
件
の

意
見
が
寄

せ
ら
れ
、

そ
の
90
％
は「
反
対
」が
占
め
た
。
丁
寧
な

環
境
調
査
と
説
明
を
求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン

署
名
が
行
な
わ
れ
、
地
元
の
町
内
会
連
合

会
の
説
明
会
で
も
賛
成
意
見
は
な
か
っ
た

と
い
う（
紙
の
街
の
小
さ
な
新
聞『
月
刊
ひ

ら
く
』を
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
、
金
澤
俊
市
長

は
７
月
30
日
の
記
者
会
見
で
土
地
利
用
方

針
の
廃
止
を
表
明
す
る
に
至
る
。
今
回
の

ツ
ア
ー
で
ガ
イ
ド
役
の
菊
地
さ
ん
は
、
一

連
の
経
緯
を
紹
介
し
、
札
幌
周
辺
の
人
た

ち
に
も
美
々
川
流
域
の
動
き
に
関
心
を
寄

せ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
た
。

　

一
行
は
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
望
む
日
本
野

鳥
の
会
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
や
、
環
境
省

の
野
生
鳥
獣
保
護
施
設
も
見
学
。
ガ
イ
ド

の
奥
山
さ
ん
か
ら
、
道
央
圏
に
残
さ

れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

る
時
間
も
。

　

最
後
は
苫
東
地
区
の
一
角
に
あ
る

道
企
業
局
の「
苫
小
牧
地
区
工
業
用

水
道
第
２
施
設
」を
見
学
。
安
平
川

か
ら
取
水
し
た
日
量
10
万
ト
ン
の
水

を
浄
化
・
送
水
し
て
お
り
、
日
量
の

24
％
を
ラ
ピ
ダ
ス
に
供
給
す
る
。
参

加
者
た
ち
は
道
側
の
供
給
体
制
に
関

す
る
説
明
な
ど
に
耳
を
傾
け
た
。

（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川
康
治
）

道企業局の担当者（左）からラピダス向け工業用水の説
明を聞く




